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旧境町の橋に 戦争の傷跡を見る

超
人
気
カ
フ
ェ
「ca

fé
 s

u
a
v
e

」
さ

ん
が
、
キ
ッ
シ
ュ
や
ケ
ー
キ
、
ジ
ャ
ム
や

ス
イ
ー
ツ
、
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
店
「ca

fé
 s

u
a
v
e
 

b
is

」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
国
産
無
農
薬
小
麦
粉
や

無
農
薬
の
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
安
全

で
上
質
な
素
材
だ
け
を
使
い
、
お
店
奥
の

工
房
で
す
べ
て
一
か
ら
手
作
り
し
て
い
ま

す
。素

材
の
良
さ
は
、
一
口
い
た
だ
く
と
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
感
動
し
て
し
ま
う
ほ

ど
美
味
し
い
の
で
す
！

初
め
て
の
方
に
は
、
１
点
1

点
丁
寧
に

商
品
の
特
長
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

ん
な
細
や
か
な
接
客
も
好
感
が
持
て
ま
す
。

店
内
は
洗
練
さ
れ
た
大
人
の
空
間
。

ま
た
、
包
装
も
と
て
も
素
敵
。
持
ち
帰

り
用
の
紙
製
の
ネ
ッ
ト
状
の
袋
は
、
自
宅

用
な
の
に
あ
ま
り
に
可
愛
い
く
て
喜
ば
な

い
女
性
は
い
な
い
か
も
。
そ
し
て
、
お
店

で
使
う
包
装
資
材
は
、
環
境
に
配
慮
し
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
避
け
、
紙
製
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

営
業
日
に
は
、
お
店
の
前
で
開
店
を
待

つ
人
が
い
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
人
気
の
キ
ッ
シ
ュ
は
早
め
の

来
店
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

年
内
に
はW

E
B

シ
ョ
ッ
プ
も
開
設
予
定

だ
と
か
。
楽
し
み
で
す
ね
。

ひ
と
こ
と
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「 Café suave bis」（カフェスワーヴビス）

住所：伊勢崎市茂呂町2丁目2838-1
電話：0270-40-5226
営業日：土・日・月（原則）

営業時間：12:00～17:00

お
や
つ

伊
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崎
市
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呂
町

C
a
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s
u

a
v
e

b
is

さ
ん

夏の疲れを
カプセルで
癒しません
か
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「
無
欲
は
怠
惰
の
基
に
な

る
。
」
テ
レ
ビ
に
映
る
、
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最
年
少

メ
ダ
リ
ス
ト
山
田
美
幸
さ
ん

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
言
っ

た
言
葉
に
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

渋
沢
栄
一
の
言
葉
だ
そ
う

で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
も

経
営
者
と
し
て
も
、
ま
さ
に

そ
う
だ
な
と
得
心
し
ま
し
た
。

同
時
に
自
分
自
身
に
つ
い
て
、

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

常
に
目
線
を
上
げ
て
進
ん
で

い
る
か
？
自
問
自
答
さ
せ
ら

れ
た
言
葉
で
す
。

両
腕
の
無
い
ス
イ
マ
ー
山

田
選
手
。
メ
ダ
ル
獲
得
に
至

る
ま
で
の
努
力
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
る

と
推
察
致
し
ま
す
。
メ
ダ
ル

は
、
継
続
し
た
努
力
の
賜
物

で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
血
洗
島
の
栄
一
さ
ん

の
言
葉
が
、
そ
ん
な
彼
女
を

支
え
た
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

と
し
た
ら
。
「
言
葉
」
の
持

つ
「
力
」
に
つ
い
て
、
改
め

て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
出
来

事
で
あ
り
ま
し
た
。

かたづけダンベぇ＆HHP伊勢崎南
から

私（社長）は、旧境町出身です。小学校低学年の
頃に他県から越してきまして、町立の小中学校を卒
業。ですのでほぼ出身といっても良いかと。そんな
私が転校してきた際に、一番驚いたこと。印象に
残っているのは何かといえば、一つには「ことば
（方言）」であり、もう一つは、境町南部を流れる
利根川の雄大さとその頃の利根川がもつ、今以上に
自然豊かな光景でした。

当時の利根川は、牛の放牧が行われていて、広大
な河川敷や土手の斜面には牛が寝そべってました。
さらに本流の他に土手沿いに流れる支流？の様な流
れもあって、中学になるとそこでキャンプしたり、
泳いだり、更に本流を行ったり来たり。よく死なな
かったな等と、述懐することもあります（笑）

そんな思い入れのある利根川。旧境町住民が深谷
駅へ行く際、利用したのは上武橋でした。その上武

橋が2018年に掛け代わりました。それは知ってい
たし、利用もしていたのですが、何と戦争遺跡とい
には大げさかもしれませんが、戦時中の機銃掃射の
跡が残る橋だと、最近知りました。

それを確認できるのが、伊勢崎から橋を渡って、
すぐの場所のモニュメント。とても地味な施設であ
り、駐車スペースも無いので、車ですとほぼ通過し
てしまうだけかもしれません。ですが、その銃痕は
戦後76年経った今でも、戦争の恐ろしさを生々しく
伝えています。ネットですが1945年に米軍機が機
銃掃射をしているのを目撃したという方の情報が、
新聞の過去記事としてあるのを見つけた次第。

コロナ禍な昨今、あの頃を忘れがちな我々。身近
なところに戦争を思い起こさせる場所があるという
のは、意味があることだなと思いました（TK）

お片付けしやすい季節になってまいりました。普段から気になってい
るお部屋の家財、処分したいと思っている空家のお片付け等など、ござ
いましたら是非お気軽にお問合せ下さいませ。

今年でサービス開始から早８年が経ちました。これまでに培ったノウ
ハウを駆使して、お客様にとってベストなご提案をすること、心掛けて
おります。

HHPでご提供している酸素カプセル
は、秋田県玉川温泉で得られると期
待される同等の効果を、居ながらに
して得られることを目指した酸素カ

プセルです。
１回約１時間 ２２００円
＊要ご予約 0270-32-1542まで


